
輸入検疫で発見された主な病害虫
平成8年 に輸入された植物から発見された主な

病害虫は下表のとおりである。

携帯品での輸入禁止生果実から発見されるミバ

エ類は相変わらず多いが、本年は、航空貨物で輸

入されたアメリカ産野菜から特定重要病害虫の

ジュウイチホシウリハムシが多く発見された。

発見病害虫名 寄主植物別発見回数 輸出国別発見回数
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Ceratitis capitata　 チチュウカイミバ エ(8件)

Bactrocera dorsalis ミカンコミバ エ(271件)

Bactrocera cucurbitae　 ウリミバ エ(11件)

Bactrocera tryoni　 クインスランドミバ エ(2件)

Cydia pomonella コドリンガ(1件)
Cylas formicarius　 アリモドキゾウムシ(2件)

Colletotrichum capsici(14件)

Anastrepha ludens メキシコミバエ(3件)

Anastrepha fraterculus ミナミアメリカミバエ(6件)

Anastrepha suspensa カリブミバエ(1件)

Diabrotica undecimpunctata ジユウイチホシウリハムシ(58件〕

Otiorhynchus sulcatus キンケクチブ トゾウムシ(8件)

Pantomorus cervinus フラーバ ラゾウムシ(3件)

Zabrotes subfasciatus ブ ラジルマメゾウムシ(3件)

Aleurocanthus woglumi ミカンクロトゲ コナジ ラミ(2件)

Radopholus similis バナナネモグ リセンチュウ(10件)

オレンジ(2)ミ カン(2)ト ウガ ラシ(2)

アセロラ(1)ス モモ(1)

マンゴ ウ(69)レ ンブ(40)バ ンジ ロウ(29)バ ンレイシ(25)

リュウガ ン(17)ト ウガ ラシ(15)レ イシ(14)ラ ンブ 一タン(13)

モンビ ン(10)サ ントール(7)ス モモ(5)ナ ツメ(5)他17種(22)

ササゲ(4)ツ ルレイシ(3)マ ンゴ ウ(1)ヘ ビ ウリ(1)ヘ チマ(1)

キュウリ(1)

イチジ ク(1)マンゴ ウ(1)

リンゴ(1)

サツマイモ(1)パ クチョイ生茎葉(1)

ピーマン種子(1)ト ウガラシ生果実(13)

マンゴウ(2)イ ンガー属生果実(1)
バンジロウ(4)マ ンゴウ(1)チ ェリモヤ(1)

バ ン ジ ロ ウ(1)
レタス(30)ミズ ナ(15)ホウレンソウ(6)パ セリ(3)他3種(4)

クロベ属苗木(4)バ ラ属苗木(2)ヒ ノキ属苗木(2)

プロテア属切花(3) ライマメ(3)

ヒサカキ葉(1)キ ンマ生茎葉(1)
シ ョ ウ ガ(10)

イギ リス(1)フ ランス(1)ス ペ イン(1)ペ ルー(1)

ブ ラジ ル(1)ガ ーナ(1)ギ ニア(1)ナイジ エリア(1)

台湾(92)タ イ(73)フ ィリピ ン(51)イ ンド ネシア(14)

ベ トナム(5)マ レーシア(4)ハ ワイ(3)シンガ ポ ール(3)

ミャンマー(3)他8ケ 国(10)不 明(13)

タイ(5)台 湾(4)マ レーシア(1)香 港(1)

オーストラリア(1)ニューカレドニア(1)

ハ ン ガ リ ー(1)
タイ(1)フィリピン(1)

タイ(11)香 港(1)ベ トナム(1)シ ンガ ポ ール(1)

メキシコ(2)不 明(1)

ブ ラジ ル(4)ペ ルー(2)

ボ リビ ア(1)

アメリカ(58)

オランダ(8)

ハワイ(3)

ミャンマー(3)

タイ(1)中国(1)

インドネシア(10)

海外のニュース

最近インドネシアに侵入した、Liriomyza huidobrensis(レ タスハモグリバエ)に ついて

レタスハモグリバエは、1936年 にアルゼンチン

で報告されて以来、中央アメリカ、北アメリカ、

最近になってヨーロッパへも侵入 し、多種類の野

菜、花き等に被害を与えている。

インドネシアでは、1994年 に西ジャワ州のバレ

イショで初めて発生が確認されてから現在までに

スマ トラ、ジャワ島の野菜(バ レイショ、トマ ト、

マメ類、ニンジン、ホウレンソウ、ワケギ、ネギ、

キャベツ等)及 び鑑賞用植物等で被害が報告され

ている。

本種は近似種のマメハモグリバエよりも標高の

高い地域で被害が多いとの報告があり、インドネ

シアでも標高の高い地域のバレイショ、ワケギで

激しい被害が報告されている。特にバレイショで

の被害は、メス成虫による葉面の摂食痕及び産卵

痕の他に、幼虫による葉肉組織の食害で葉が疫病

による被害のように褐変し、最終的に枯死する。

このため、激しい場合は約60%の 収量減になると

見積もられている。

本種は殺虫剤に対する抵抗性が高いことから、

天敵導入等の総合防除が提唱されている。
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